
一
、
平
成
七
年
九
月
三
十
日
の
例
会
に
お
い
て
、
（
そ
の
一
・
序
説
）
を

発
表
し
た
が
、
そ
の
際
、
『
鎮
將
府
日
誌
」
の
概
略
を
紹
介
し
た
部
分
に

誤
り
が
あ
っ
た
（
日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
一
巻
第
四
号
一
三
五
頁
）
の
で
次

の
如
く
に
改
め
る
。

〃
『
鎮
將
府
日
誌
』
は
十
四
×
二
十
一
セ
ン
チ
、
一
号
が
美
濃
紙
十
五

枚
ほ
ど
の
、
木
版
刷
の
和
綴
本
で
、
全
二
十
七
号
三
百
五
十
余
丁
と
な

っ
て
い
る
。
記
事
は
慶
応
四
年
七
月
七
日
か
ら
十
月
十
八
日
ま
で
の
こ

と
を
記
し
て
い
る
。
〃

二
、
前
回
に
も
ふ
れ
た
が
、
鎮
將
府
日
誌
に
書
か
れ
て
い
る
記
事
が

必
ず
し
も
太
政
官
日
誌
に
書
か
れ
て
は
い
な
い
、
或
は
そ
の
逆
も
あ
っ

た
り
各
藩
か
ら
の
報
告
に
混
乱
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
を
正
す
作
業
は
大

変
な
労
力
を
要
し
、
一
気
に
解
決
出
来
る
と
は
思
え
な
い
。

三
、
混
乱
の
ひ
と
つ
の
例
と
し
て
、
上
野
彰
義
隊
と
の
戦
に
参
加
し

負
傷
後
、
横
浜
軍
陣
病
院
で
死
亡
し
た
薩
摩
藩
の
益
満
休
之
助
、
床
次

吉
之
助
、
貴
島
勇
右
衛
門
の
三
名
の
死
亡
日
に
つ
い
て
、
関
寛
斎
日
記
、

幕
末
維
新
全
殉
難
者
名
鑑
、
横
浜
軍
陣
病
院
の
日
記
、
杉
並
大
円
寺
の

墓
誌
で
調
査
し
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
す
べ
て
一
致
し
て
い
る
者
は
認
め

な
か
っ
た
。

『
鎮
将
府
日
誌
」
に
つ
い
て

（
そ
の
二
・
太
政
官
日
誌
と
の
併
読
）

中
西
淳
朗

益
満
の
場
合
は
、
関
寛
斎
が
誤
報
と
は
知
ら
ず
床
次
の
死
亡
日
を
益

満
の
欄
に
記
入
し
て
い
る
し
、
床
次
の
場
合
は
墓
誌
に
数
字
が
脱
落
す

る
と
い
う
単
純
ミ
ス
が
あ
る
し
、
貴
島
の
場
合
は
名
鑑
に
理
由
不
明
の

月
日
が
入
っ
て
い
る
。

四
、
こ
の
よ
う
な
情
報
混
乱
が
存
在
す
る
こ
と
を
ふ
ま
え
た
上
で
、

鎮
將
府
日
誌
や
太
政
官
日
誌
等
を
併
読
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
○

そ
こ
で
日
誌
類
を
リ
ス
ト
・
ア
ッ
プ
し
て
相
互
関
係
を
求
め
る
こ
と

と
し
た
。

Ａ
、
太
政
官
日
誌
。
慶
応
四
年
二
月
十
七
日
よ
り
書
き
は
じ
め
、
明

治
十
年
一
月
第
一
号
で
終
り
、
全
一
、
一
七
七
部
で
あ
る
。

Ｂ
、
東
征
軍
関
係
。

１
、
江
城
日
誌
。
慶
応
四
年
五
月
五
日
よ
り
五
月
末
ま
で
記
す
。
全

十
五
号
（
実
質
内
容
は
閨
四
月
二
十
九
日
よ
り
六
月
十
二
日
ま
で
）
、
他
に
前

編
が
あ
る
。

２
、
鎮
台
日
誌
。
慶
応
四
年
六
月
一
日
よ
り
七
月
二
十
七
日
ま
で
を

記
す
。
全
十
二
号
。

３
、
鎮
將
府
日
誌
。
慶
応
四
年
七
月
七
日
よ
り
十
月
十
八
日
ま
で
を

記
す
。
全
二
十
七
号
。

４
、
東
京
城
日
誌
。
明
治
元
年
十
月
十
三
日
よ
り
同
二
年
三
月
二
十

七
日
ま
で
を
記
す
。
全
二
十
九
冊
。

Ｃ
、
東
京
府
日
誌
。
慶
応
四
年
八
月
十
七
日
よ
り
九
月
七
日
ま
で
を

記
し
、
以
後
は
東
京
城
日
誌
に
吸
収
さ
れ
た
。

右
の
如
き
官
発
行
の
日
誌
に
対
し
て
、
横
浜
軍
陣
病
院
の
日
記
は
未
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荒
川
保
雄
は
明
治
二
十
六
年
会
津
に
生
ま
れ
、
大
正
六
年
東
京
農
業

大
学
を
卒
業
し
た
。
大
正
十
一
年
ユ
タ
州
立
農
科
大
学
に
入
学
、
昆
虫

学
を
専
攻
し
、
大
正
十
四
年
に
卒
業
、
理
学
士
の
称
号
を
得
た
。
大
正

十
五
年
、
南
満
州
鉄
道
（
株
）
に
入
社
、
農
事
試
験
場
公
主
嶺
支
所
、
熊

岳
城
支
所
の
病
理
昆
虫
科
に
て
、
主
と
し
て
コ
ロ
モ
ジ
ラ
ミ
の
研
究
に

専
念
し
、
千
数
百
枚
に
お
よ
ぶ
学
位
請
求
論
文
を
完
成
さ
せ
、
休
暇
を

得
て
、
帰
省
中
、
平
町
（
い
わ
き
市
）
四
倉
海
岸
に
て
急
逝
し
た
。
四
十

歳
で
あ
っ
た
。
先
輩
、
僚
友
、
遺
族
に
よ
っ
て
、
こ
の
論
文
を
「
衣
風

の
研
究
」
と
題
す
る
単
行
本
と
し
、
満
鉄
の
奨
学
資
金
に
よ
り
自
家
出

発
行
で
、
慶
応
四
年
閨
四
月
十
八
日
か
ら
十
月
十
八
日
ま
で
を
記
し
て

お
り
、
病
院
の
入
院
患
者
に
関
す
る
研
究
に
際
し
て
は
、
Ａ
か
ら
Ｂ
の

３
ま
で
の
四
種
の
日
誌
を
日
記
と
比
較
し
つ
つ
調
査
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
が
解
か
つ
た
。

五
、
そ
し
て
横
浜
軍
陣
病
院
が
、
慶
応
四
年
七
月
二
十
日
に
設
立
さ

れ
た
東
京
大
病
院
の
支
営
的
立
場
に
お
か
れ
、
大
病
院
を
支
配
取
締
し

た
機
関
が
、
東
京
府
、
鎮
將
府
（
九
月
十
三
日
か
ら
十
月
十
八
日
ま
で
）
、

そ
し
て
東
京
府
と
変
っ
た
点
も
考
慮
に
入
れ
て
調
査
研
究
を
す
る
必
要

性
も
存
在
す
る
こ
と
が
解
か
つ
た
。

（
平
成
九
年
九
月
例
会
）

荒
川
保
雄
：
罰
に
賭
け
た
四
十
年
の
生
涯

佐
分
利
保
雄

第
三
回
本
大
会
で
発
表
し
た
後
、
さ
ら
に
、
ラ
イ
ン
川
中
流
域
で
確

認
で
き
た
ペ
ス
ト
残
影
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

版
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
を
み
る
と
、
東
北
人
の
ね
ば
り
に
西
洋
人
の
合

理
主
義
が
加
わ
り
、
繰
り
返
し
行
わ
れ
た
実
験
の
生
デ
ー
タ
が
そ
の
ま

ま
記
載
さ
れ
て
お
り
、
読
む
に
難
渋
す
る
ほ
ど
で
あ
る
が
、
六
十
年
を

経
た
今
日
で
も
、
こ
の
本
が
他
の
研
究
文
献
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
北

隆
館
の
「
衛
生
昆
虫
」
に
も
そ
の
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

彼
の
業
績
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
証
拠
で
あ
ろ
う
。

二
百
二
十
一
頁
の
う
ち
、
百
五
十
八
頁
は
生
態
学
的
研
究
に
、
二
十

二
頁
が
解
剖
生
理
、
十
八
頁
が
病
原
体
の
媒
介
に
、
残
る
頁
は
ケ
ジ
ラ

ミ
な
ど
の
記
載
に
費
や
さ
れ
て
い
る
。

彼
は
日
本
を
代
表
す
る
し
ら
み
の
研
究
者
で
あ
っ
た
が
、
序
文
に
も

あ
る
よ
う
に
「
天
彼
に
貸
す
に
幾
ば
く
の
余
命
を
も
っ
て
す
る
な
ら
ば
、

学
会
最
高
の
栄
誉
を
担
い
得
た
で
あ
ろ
う
も
の
を
…
…
」
ま
こ
と
に
惜

し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
熊
岳
城
分
場
長
、
渡
辺
柳
蔵
ら
の
論
文
刊
行
委

員
に
よ
り
、
一
周
忌
に
こ
の
大
著
が
出
版
さ
れ
、
世
に
出
た
こ
と
は
、

ご
遺
族
の
喜
び
と
と
も
に
、
後
学
者
の
為
に
大
い
な
る
遺
産
を
残
し
た

と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
平
成
九
年
九
月
例
会
）

ペ
ス
ト
残
影
シ
リ
ー
ズ
そ
の
八

ラ
イ
ン
川
中
流
域
に
「
ペ
ス
ト
残
影
」
を
求
め
て滝
上

正
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